
　　

ほう酸回収装置のコンデンサのラプチャディスク動作について

（美浜発電所２号機第２２回定期検査）

平成１７年２月２２日１５時５０分頃、原子炉補助建屋地下１階にあるほう酸回収装置※1 の試運

転を実施していたところ、ほう酸回収装置コンデンサ※2（復水器：円筒形横置）のラプチャディスク

※3が動作（設定値：約 0.1MPa）し、コンデンサ内の水が飛散（約６㍑）しました。このため、飛散

した一部の水が同室内にいた作業員２名の作業服にかかりました。

今回の試運転では、放射能を含まない水（１次系純水）を使用していましたが、通常、同装置は放

射能を含んだほう酸水を処理していることから、飛散した水の分析を実施しました。その結果、放射

能濃度は検出限界値未満であることを確認しました。また、水がかかった作業員２名についても、汚

染や被ばくはありませんでした。

試運転中の状況を確認した結果、コンデンサ内の水位が上昇したにもかかわらず、蒸りゅう液ポン

プが起動しなかったことが判明しました。このため、コンデンサ内が満水状態となり、ラプチャディ

スクが動作したものと推定されました。

また、蒸りゅう液ポンプが起動しなかった原因について調査したところ、試運転開始前、電源盤の

点検に伴い、同装置の電源供給が瞬時停電した際に、同装置の制御回路で同ポンプを起動させないイ

ンターロック信号が発信し、その状態が試運転開始時にも継続していたためであることが判明しまし

た。

なお、同装置は監視画面等によりインターロック信号発信の有無が確認できないことから、同信号

が発信していること考慮し起動前に同信号の解除操作が必要ですが、運転操作マニュアルには解除操

作を行うことの記載がありませんでした。

対策として、当該ラプチャディスクを新しいものに取り替えるとともにも、今後、同装置を起動す

る際には、同ポンプを起動させないインターロック信号を解除する操作を行った上で起動することと

し、信号を解除する操作を運転操作マニュアルに追記することとしました。

※ １ ほう酸回収装置：
 ほう酸を含む１次冷却水を濃縮処理し、ほう酸溶液と蒸りゅう液に分離する装置。分離した液体のう
ち、ほう酸溶液はほう酸タンクへ、蒸りゅう液は１次系純水タンクへ回収して再使用している。

※ ２ ほう酸回収装置コンデンサ：
　ほう酸水を凝縮する工程において発生した蒸気を冷却し、水（蒸りゅう液）に戻す役割を担っている。

コンデンサ内に溜った水は、蒸りゅう液ポンプにより排出する仕組みとなっている。

※ ３ ラプチャディスク：
機器（タンクや冷却器）の圧力が高くなった場合、機器を保護するために、ある設定以上の圧力になる

と圧力を逃がすために動作（瞬時に破れる）する薄い板。板の材質はテフロンやステンレス。
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対策

・当該コンデンサのラプチャディスクを取り替える。
・ほう酸回収装置を起動する前に、蒸りゅう液ポンプを起動させないインターロック信号を解除する操作を
　行うことをマニュアルに明記する。

   機器を保護するためにある設
定以上の圧力になると、圧力を
逃すために動作（瞬時に破れる）
する薄い板。板の材質はテフロ
ンやステンレス。

①ほう酸回収装置の試運転により、コンデンサ内の水位が上昇したに
　もかかわらず、蒸りゅう液ポンプが起動しなかったため、コンデンサ内
　が満水状態となり、ラプチャディスクが動作した。

②蒸りゅう液ポンプが起動しなかったのは、試運転開始前に、ほう酸回
　収装置の制御回路が、電源盤の点検に伴い瞬時停電したため、ポン
　プを起動させないインターロック信号が発信し、その状態が試運転開
　始時にも継続していたため。
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